
 

 

 

 

ストローを工夫する場合、シャボン玉液を飲まないように口元の近くに穴をあけてください。 

先を縦に切り開いてあげるとシャボン玉が作りやすくなります。 

 

   

 

 ←誤飲防止になります  先をつぼめると小さく→ 

 

 ←先を広げると大きく 

 

 それぞれ作り易くなります。 

 ←はさみで先を縦割りに！ 

 

 

ストローでシャボン玉を作る時は少し下を向いて吹くとより沢山のシャボン玉ができます 

 

 

小さな子供たちでも作りやすいように針金の輪を作ります。（直径１０cm位が作りやすいでしょう） 

 

 太い毛糸をしっかりと巻いた太い針金を輪にします。 

 沢山液を含んでより大きなシャボン玉を作ることができます。 

 

 

 

 

 

道具は斜めに取り出します。 円を描くように振る。 

  

 

 ⇒ ⇒ 

 

 

 屋外で作る場合、風下に向かって作ると作りやすいでしょう。 

シャボン玉液が泡立ってしまったら、吹き飛ばして下さい。 

液の表面の泡を取るとまた作り易くなります。 

一度使用した液を新しい液に戻さないよう注意して下さい。 

 

 シャボン玉実験家：すぎやまこうじ 

 


